
１. はじめに

高知県内において, 人為的あるいは自然的な要

因により, 魚類のへい死事故が毎年数件程度発生

している. 2010年度に当センターで取扱った事例

は４件あり, そのうち安芸市江ノ川水系で発生し

た魚類へい死事故において, 魚毒性の高い農薬が

検出された.

そこで, 上記魚類へい死事故の概況及び調査結

果についてまとめたので報告する.

２. 概 況

2010年度は４件の魚類へい死事故による検査依

頼があり, それら事例を含む2009－2010年度のへ

い死事故事例を表１に示す. そのうち, 農薬が検

出されたのは, １件だけであった.

2010年11月26日に発生したへい死事故は, 安芸

市江の川水系の帯谷川で, ハヤ, コイ, ウナギ等

約500匹のへい死が発見された. へい死事故発生

現場の上流部にも死魚が見られ, その周辺にはハ

ウス農園が広がっており, 農薬による可能性が示

唆された. また, 帯谷川の支川には製紙工場があっ

たため, 工場排水の流入後の水についても採水を

行った. なお, 支川には死魚は発見されなかった.

試料の採取は, 発見現場である江ノ川から上流

部の帯谷川の図１に示す箇所において, 安芸福祉

保健所職員により水試料２検体及び生物検体とし

てコイ３匹を採取した. 採取後は, 水試料は冷蔵

保存し, コイは冷凍保存し, ３日後検査を行った.

分析に用いたコイは, 全て体長30cm以上, 体重

1.36～1.76kgと大きく, 死後すぐに冷凍保存して

いたため非常に新鮮な状態であった. 外傷, エラ

の出血等は見られなかった.
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【要旨】 2010年度には４件の魚類のへい死事故の検査依頼があり, そのうち安芸市江ノ川水系で発生したへ

い死事故において, GC/MS法により魚毒性の高いトルフェンピラド等の農薬が検出された.

毎年周辺河川において同時期に起きている事案であったため, 一部に農薬の取扱い方法に不十分な

実態があることが示唆された. 今後, 同様なへい死事案の発生を防止するためにも, 改めて農薬の取

扱いを注意するよう県下の農協などに啓発紙を配布した.

Key words：農薬, 魚類, へい死, トルフェンピラド

＊環境対策課 図１ 水試料, へい死魚採取地点 縮尺：1/10000
(この背景地図データは, 国土地理院の電子国土Webシステ
ムから配信されたものである)



３. 分 析
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表１ 2009－2010年度に高知県下で発生した魚へい死事故 (検査依頼分)

図２ 水試料の農薬分析フロー 図３ 生物試料の農薬分析フロー

表２ GC/MS条件

水試料及び生物試料を図２, ３に示す分析フロー

で前処理を行い, GC/MSフルスキャン法により分

析を行った. GC/MS条件は, 表２に示す.



水試料①からプロシミドン6.3μg/L, トルフェ

ンピラド5.5μg/L, ナフタレン1.0μg/Lが検出さ

れた. へい死魚のエラからはプロシミドン15.1～

18.9μg/kg, トルフェンピラド4.8～22.2μg/kg,

ナフタレン7.5～14.5μg/kgが検出された (表３).

なお, 検出された農薬から, 製品を特定するた

め, 有効成分以外にその他の成分として, メチル

ナフタレン (ジメチルナフタレン等のナフタレン

類 この部分削除) について, 検出したナフタレ

ンとのピーク強度比から濃度を推定した (表３).

検出された有害成分の定量値と半数致死濃度か

ら, へい死の主たる原因はトルフェンピラドであ

ると考えられた.

次に, 原因となった農薬製品の調査は,

①安芸地域で使用されている可能性のある検出

物質を含む農薬製品をリストアップ

②そのうち有効成分にトルフェンピラドを含む.

③その他の物質としてナフタレン類を含んだ製

品として絞り込んだ結果, 殺虫剤ハチハチ乳

剤の可能性が示唆された.

検出されたトルフェンピラドは, 比較的最近製

品化された製品であり, 高知県内の使用量は増加

傾向２)にあるが (図４), 魚毒性の強さがＣ類と高

く, 公共用水域周辺での施用や使用資材や残物の

取り扱いに十分注意する必要がある.

４. まとめ

2010年度は４件の魚類へい死事故による検査依

頼があり, そのうち, 農薬が検出されたのは, １

件だけであった.

2010年11月26日に発生したへい死事故は, 安芸

市江ノ川水系で, ハヤ, コイ, ウナギ等約500匹

のへい死魚が発見された. 調査した結果, 水試料

からプロシミドン6.3μg/L, トルフェンピラド5.5

μg/L, ナフタレン1.0μg/Lが検出され, へい死

魚のエラからはプロシミドン15.1～18.9μg/kg,

トルフェンピラド4.8～22.2μg/kg, ナフタレン

7.5～14.5μg/kgが検出された. 安芸地域で使用

されている可能性のある検出物質を含む農薬製品

から, 殺虫剤ハチハチ乳剤がへい死事故原因であ

る可能性が高いことが推察された.

河川での魚類へい死事故において, 水試料, 魚

類からともに農薬成分が検出できた要因は, 事故

発生後迅速に試料採取がなされたことが大きく,
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表３ 定量値, 推定値

図４ 高知県内におけるトルフェンピラドの出荷量



初動対応の重要性を再認識させられた.

今回, 殺虫剤トルフェンピラドの他に, 殺菌剤

成分 (プロシミドン) も同時に検出されており,

一部に農薬の取扱い方法に不十分な実態があるこ

とが示唆された.

このため, 同様なへい死事案の発生を防止する

ため, 啓発紙を作成し, 改めて農薬の取扱いを注

意するよう県下の農協などに呼びかけを行った.
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